
Ⅰ 開催概要
１．日 時 ：令和8年9月11日（金）13:30～15:30
２．方 法 ：WEB形式
３．主 催 ：内閣官房水循環政策本部事務局

（水管理・国土保全局水資源部水資源政策課）
４．議事次第
（１）地下水マネジメント研究会について
（２）地下水の基礎と実態把握について
（３）災害用井戸実態調査結果について
（４）災害に備えた生活用水の確保について

【内閣府（防災担当）】
（５）情報提供

・水循環に関する学習教材等
・雨水利用に関する自治体職員向けセミナー
・水循環アドバイザー制度
・「地下水の適正な保全と利用に関する検討会」提言
・全国地下水資料台帳の活用・管理に係る留意点

5．参加者 ：約190名
【市町村､都道府県､国関係機関､民間企業､大学､ NPO等 】

「令和８年度 第１回 地下水マネジメント研究会」の開催 （R8.9.11）

○ 「地下水マネジメント推進プラットフォーム」の活動の一環として、令和８年９月11日に「第１回 地下水マネジメント研究会」を開催。

○ 主に初めて地下水行政に携わる地方公共団体職員を対象とした「地下水の基礎講座」を行い、地下水マネジメント推進プラット

フォームの支援内容を説明するとともに、地下水の実態把握として地下水位の観測手法及び観測の紹介。

○ 令和７年度に実施した災害用井戸実態調査結果概要や内閣府防災担当から災害に備えた生活用水の確保について紹介。

○ 地方公共団体職員を中心に、地方公共団体、関係機関、民間企業等の地下水関係者 約１９０名が参加。

Ⅱ 参加者からの感想
・今回の研修で地下水の基本的なことを学ぶことができ、非常に業務の参考になり有意義でした。
・災害時の井戸活用状況など情報を得られてよかった。飲料水だけでなく生活用水の確保についても周知が必要と感じた。
・聴講後、情報提供で紹介されていた全国地下水資料台帳を拝見し、今後、必要な時に閲覧しようと思った。

研究会配信状況
（内閣官房水循環政策本部事務局）

地下水の基礎と実態把握 災害用井戸実態調査結果

災害に備えた生活用水の確保
（内閣府 防災担当）


